



































































































































































































安藤　貞一 京都市左京区吉田本町 606京大・工・教授 工業化学 研究企画と総括@　　　代表者
宗宮　　功 京都市左京区吉由本町 606京大・工・教授 衛生工学 環境管理
高月　　紘 京都市左京区吉田本町 606京大・環保セ・@　　　　　助教授 環境保全 処理システム・@　　環境管理
白須賀公平 東京都文京区本郷 113東大・環安セ・@　　　　　助教授 環境安全 処理システム・@　　環境管理
砂原　広志 東広島市西条町下見 724広大・工・教授 環境基礎学 処理システム・@　　環境教育
正筆　英司 東広島市西条町下見 724広大・工・助手 環境基礎学 処理システム・@　　環境教育
高橋　照男 岡山市津島中3　1－1700岡山大・工・教授 工業化学 環境管理と@　　　法規制
伊上　隆史 岡山市津島中3－1　1700岡山大・工・助手 工業化学 環境管理と@　　　法規制
谷口　　宏 福岡市東区箱崎6－10－1812九大・工・教授 応用化学 処理システム・@モニタリング
磯村　計明 福岡市東区箱崎3－10－1812九大・工・講師 応用化学 処理システム・@モニタリング
研究の目的
　大学をはじめとする研究機関における環境保全対策は，各研究機関に設置された実験廃液処理
施設を中心に，徐々に整備されつつある。しかしながら，現段階では各大学とも廃液処理の実務
におわれ，固形廃棄物の処理，大気汚染や騒音対策，排出水の水質管理など，大学をとりまく
種々の環境問題への対応はまだ充分でない。
　本研究では，大学における環境保全対策をさらに充実したものにするために，実験廃液の処理
を含め，大学全体としてどのような廃棄物処理システムを構築すべきか，また同時に，環境科学
教育や環境汚染物質のモニタリングなど，環境管理をどのように行うべきかを総合的に検討しよ
うとするものである。
本年度の研究実施計画
　（1）各大学における廃棄物処理システムの実態を調査する。
　（2）各大学における種々の環境管理の実施例を調査する。
　（3）上記調査にもとづき，代表的な事例に関してシンポジウム形式で検討を行う。
キーワード，大学廃棄物，処理システム，環境管理，モニタリング
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　来年度は，これらの資料をもとに，さらに大学における環境管理を充実させるための具体的な方
策について議論がなされていくことになっている。参考のため，昭和60年3月に発行された，
　研究報告書B250－S907
　「大学における廃棄物処理システムと環境管理」
　　　報告代表者＝安藤貞一　（京大・環境保全センター）
の目次を転載し，読者にこの活動の一環をご紹介したい。
?
次
まえがき
研究組織
1．シンポジウム「大学における廃棄物処理システムと環境管理」………”
　1．・1　シンポジウム経過　………………●●’……・…’……・・’”……・………
　1・2　シンポジウム内容　………………………………・…・・………・・……
　　（1）大学の環境保全と関連法規　…”……………●．’………………’”……
　　　　　　京都大学環境保全センター
〔討論概要〕　神戸大学理学部
（3）大学の廃棄物処理における大気環境…………・…・…・……・・
　　　　　　　　　　　長崎大学排水等分析処理センター
　　　　　　〔討論概要〕　熊本大学施設部
　　　　　　　　　　　　熊本大学教養部
　（4）大学における有害物管理　　一特に水銀を含む廃棄物について一…
　　　　　　　　　　　　秋田大学医学部
　　　　　　〔討論概要〕　琉球大学教育学部
2．アンケート調査による「大学における環境管理」………………・………・・…
　2・1　アンケート調査の実施状況・……………・…・………
　2・2　アンケート調査の結果について…………・……・・…
?????????????????????』?
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日産科学振興財団学術研究助成の報告
　環境管理センターは学内措置のセンターであるため，研究費や旅費の裏付けが全くなく，昭和57
年10月に発足した技術開発室のメンバーと各部門長とが中心となって，文部省科学研究費補助金や
民間の研究助成金の獲得に尽力していたところ，前号でも報告したように幸運にも財団法人日産科
学振興財団の学術硫究助成金の獲得に成功した。
　この研究は別紙に示すように，岡山大学環境管理センターのこれまで約10年間の稼動実績をもと
に，多品種・少量・不定時排出特性をもつ廃水の処理や再資源化について，調査を主体とした研究
活動を行い，類似の廃水特性が予想される先端技術分野への応用を試みようとするものである。こ
れにより昭和59～60年度の2年間は一応研究費の裏付けができたので，取りあえず2年間に限定し
て成果をあげるべく研究スケジュールを設定，調査硬究をスタートさせた。
　本調査は，長期的視野に立って予断を持たずに研究を行う必要があるため，まず初年度に文献調
査を十分に行ったのちに，実態調査，アンケート調査，排水水質調査などを実施していくこととし
た。調査結果は岡山大学環境管理センターの蓄積データや技術的検討結果も反映させ，岡山県，
（社）山陽技術振興会および関連企業などの協力も得て，十分討議したうえで評価・解析を行ってい
る。
　この研究助成金を機会に環境管理センター技術開発室討論会が年2回行われることとなり，セン
ター関係者および環境問題に関心をもつ者の新しい勉強の場ができるなど徐々にその成果があがり
つつある。（本誌P25～28参照）
　また，このこととは別に昭和59年度中に多くの印刷物が成案得たことをみてもわかるように，こ
の種の研究費獲得は環境管理センター組織全般の活性化にとっても多大の効果があったといえる。
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第10回　日産学術研究助成
83116
　　〈先端技術開発に伴う多品種・少量・不定時排出特性をもつ
　　　　　　　　　　　　廃水の処理・再資源化に関する調査研究〉
（化学工学協会推薦）
Research　in　treatment　and　reuse　of　the　waste　waters　with　multiply，
randomly，　and　small　effluent　characteristics，　involving
developments　of　the　highey　advanced　technology
代表研究者
　岡山大学工学部教授高橋照男
協同研究者
　岡山大学工学部教授
　　　　　　森　分　俊　夫
　岡山大学薬学部教授
　　　　　　篠　田　純　男
　岡山大学工学部教授
　　　　　　名　合　宏　之
　岡山大学環境管理センター
　助手
　　　　　　伊　永　隆　史
研究の目的
　先端技術を中核に地方産業の活性化を図るテクノポリスが構想から実施の段階を迎
えっつある。先端技術に寄せる期待は産業界を中心に極めて大きく，国民的関心も高
いが，一方で開発のテンポが急なあまり，環境保全上の配慮が十分に伴わない恐れも
危惧されてきている。
　先端技術は，①ファインセラミックスや新合金に代表される新材料，②医薬品
や化粧品などに使われる多品種で高付加価値のファインケミカル（精密化学），③　産
業用ロボットやマイクロコンピューターを中心としたエレクトロニクス（電子工学），
④遺伝子組み換えなどのバイオテクノロジー（生物工学）の4分野に通常分類され
る。これらの工場からの廃水は，一般の産業廃水に比べ多品種・少量・不定時の排出
特性を有するため，今のところ表面化していないものの，環：境保全対策にはかなりの
困難を伴うことが予想される。
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　そこで，岡山大学環境管理センターの8年間の稼動実績を基盤として，多品種・少
量・不定時排出特性をもつ廃水の処理・処分方法ならびに再生・資源化方法の開発を
目的とした研究を行なう。岡山大学は公害規制の厳しい瀬戸内海のほぼ中心に位置す
るため，早くから諸施設を整備し，水質汚濁防止に力を注いできた。さらに水質総量
規制に対応するため，学内からの排出水を3系統に分ける排水基幹整備も実施してき
たが，代表研究者らは全員当センターの構成員としてその実行に携っている。
　岡山大学はユ0学部・教養部・大学院・病院・研究所などを擁する総合大学であり，
大学はいうまでもなく先端技術開発の拠点であるから，規模的には小さいが上記のモ
デルとしての要素を十分に備えているといえよう。
研究実施計画の大要
（第1年度）
　1．岡山大学では昭和50年に高濃度の重金属などを含む無機系廃液の凝集沈殿処理
施設，52年には廃溶剤などの有機系廃液の焼却処理施設が稼動し始め，さらに水質総
量規制に対応するため56年から3年計画で排出水を実験系洗浄排水・生活系排水・雨
水の3系統に分ける排水基幹整備を実施している（図1参照）。ところがこれらの廃
水処理施設では運転開始後数年を経ないうちに，現有の処理プロセスでは完全な処理
が期しがたいと思われる廃水（廃液）がかなり存在することが明らかになってきた。
本研究では個々の排水量が少なく，しかも質・量とも時間的・季節的変動が大きいと
思われる先端技術開発に伴う廃水への応用を究極の目的として，本学の廃水をモデル
に処理・再資源化の予備的検討を行なう。
　2．具体的には，新材料分野ではクロム，カドミウム，鉛，ニッケルなど，化学製
品では新規物質の合成研究に伴う廃液と反応に用いられた重金属触媒の混合廃液など，
電子工学では半導体に使用されているガリウム，ヒ素など，生物工学では重金属類含
有培地や変異原物質などが入体への影響を懸念すべき物質として想定される。しかし
予断を持たずに研究に当たる必要があるため，長期的視野に立ってコンピューターに
よる文献探索・整理を十分に行なう。
　3．先端技術開発では企業秘密という大きな壁もあるが，廃水処理に異常に高い費
用がかかるといわれている。そのため岡山県・（社）山陽技術振興会および企業など
の協力を得て，アンケート調査，実地調査，廃水水質調査などを行ない，結果の解析・
評価により実態把握に努める。
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図1　岡山大学に翻る水質環境管理システム
（第2年度）
　1．第1年度の調査結果について，岡山県および産業界などからも協同研究者を得
て，産官学にまたがった研究組織を構成，十分討議する。さらに必要に応じ海外も含
め詳細な実地調査や廃水水質調査を重ね，岡山大学における研究実験廃水に関する蓄
積データも反映させて，先端技術4分野の廃水のモデル化を試みる。次いでモデル廃
水について無機物質は抽出回収，有機物質は蒸留回収を基本とした再資源化の可能性
を調査する。再資源化困難なものについては既存技術による処理・処分を前提とした
アセスメントを行なう。
　2．　岡山大学環境管理センターでは研究実験廃水対策として，不燃性の含水有機廃
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液をエマルション化して直接燃焼する方法と，常温でFe2＋／Fe3＋／Cu2＋系のマグネタ
イトを生成させて重金属類と各種有機物質との混合廃水から重金属類を簡単・迅速に
除去する方法を開発中である。先端技術分野でも既存の処理技術では対処できないこ
の種の廃水が多種多様存在すると思われるので，両法の適用による廃水処理プロセス
について基礎的に調査・検討する。
　3．本研究では多品種・少量・不定時排出特性をもつ複合廃水に最適な計測監視を
含めた処理システムについても総合的に調査してみたい。
〔学〕
〔官〕
〔産〕 岡山大学環境管理センター 岡山県
社団法人　山
z技術振興会
環境保全と再
糟ｹ化研究会
無機廃液部門
L機廃液部門
??r水部門
ｶ活排水部門
Z術相談室・技術開発室
環境保健部
ﾂ境保健センター
H業技術センター
図2　研究組織
〈研究スケジュールの大略〉
研究年度 研　究　期　間 具体的研究細目テーマ
第1年度 59／4～59／9　　先端技術分野の環境保全に関する文献調査59／10～60／3　　アンケート調査，実地調査，廃水水質調査
　　　　　　60／　4　一60／　9
第2年度　　　60／10～60／12
　　　　　　61／　1　一一61／　3
追加調査，廃水モデル化，処理・再資源化検討
エマルション燃焼法・亜フェライト法に関する調査
計測監視を含めた処理システム総合調査。まとめ
研究助成金
　　総　　 額…・…………・…・……5，000，000円
　　　第ユ年度分一…………一j……2，500，000円｛ ，靭＿．……，…． ．．、，，。。，。。。内
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山陽技術振興会
　環境保全と再資源化研究会の報告
　社団法人山陽技術振興会は，山陽地区（主に岡山県）の科学振興のために，人と人との交流を盛
んにし，産・学・官の密接な情報交換や相互啓発を進めることを目的に活動している科学技術庁所
管の永い歴史を持つ団体である。この山陽技術振興会では昭和54年から当時会員の関心の深い分野
を取り上げ，研究会活動を発足させた。
???????
環境保全対策研究会
産業廃棄物再資源化研究会
省エネルギー化研究会
作業安全管理研究会
計装管理研究会
　この研究組織は各liA究会がそれぞれ産学官約30名の会員で構成されており，年間3～4回の会合
をもち，昭和54～57年にわたって研究活動を続け一応の成果をおさめたので，昭和58年からは各研
究会の整理統合をはかり，次の3研究会でさらに活動していくこととなった。
0環境保全と再資源化研究会
　　委員長　　三井造船㈱　　プラント事業本部玉野センター　所　　長清水二二
　　　　補佐　（　　．〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　課長補佐　三宅光信）
　　副委員長　　川崎製鉄㈱　　水島製鉄所　　　　　　　環境管理部長飯田　弘
O省エネルギー化研究会
　　委員長　　　クラレエンジニアリング㈱取締役
　　　　補佐　（㈱クラレ岡山工場技術開発部
　　副委員長　　日本鉱業㈱水島製油所　試験研究室
設計部門担当　中川正則
　　主席部員　向家誠一）
　　技師長高田正明
0自動化研究会
　　委員長　　川崎製鉄㈱水島製鉄所システム部長　　　　　　　　　斎藤　　達
　　　　補佐　（　〃　　　　〃　　　システム部制御技術室　　課　　長　佐藤明宗）
　　副委員長　　三菱自動車工業㈱水島自動車製作所　　　　生産技術部長　沢田耕三
　これらの研究会活動には，岡山大学からも多くの先生方が参加されている。　環境管理センター
関係者としては，センター長の高橋照男教授が昭和54年の研究会発足当初から環境保全対策研究会
に参画されており，さらに55年頃から伊永隆史助手がセンター業務に資するため同研究会に加わり，
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活動を続けてきている。また，研究組織の変更があった58年からは環境保全と再資源化研究会に属
している。
　この研究会はさらに次のような3分科会に分けられている。
　　　　　　　環境保全と再資源化研究会の分科会（昭和58、59年度）
　　1　再資源化技術分科会
　　　　主　査（リーダー）　　菱陽ケミカル株式会社　製造二課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課　長　古　賀　隆　雄
　　　　副主査　　　　　　　旭化成工業㈱水島製造所　環境管理部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課　長　伊　藤　豊　彦
　　2　排水処理技術分科会
　　　主　査（リーダー）　三菱自動車工業㈱水島自動車製作所　生産技術部環境技術係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係　長　西　井　　　博
　　　副主査　　　　　　　三菱石油㈱水島製油所　環境安全部環境管理課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長石川寿夫
　　3　排ガス処理技術分科会
　　　主　査（り一ダー）　三井造船㈱プラント事業本部玉野センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　三　宅　光　信
　　　副主査　　　　　　　クラレエンジニアリング㈱設計第1部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐　青　野　浩　二
　それぞれの分科会は，検討すべき課題の的を絞り，専門別に活動するわけであるが，参考のため，
最近の各分科会の研究テーマを列記する。
　1　再資源化技術分科会
　　。石灰ダストの再利用について
　　。塗料かすの再資源化について
　　。ダスト中のバナジウム回収について
　　・酸洗廃液中の有効成分の回収について
　　。汚でい等のシリカム処理について
　　・ハロゲン化物等を含む廃溶剤の再資源化について
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2　排水処理技術分科会
　。排水中の全リンの分析について
　。最近の脱水処理技術について
　・窒素・リンの処理技術について
　。洗浄用前処理剤とリンについて
　・湖沼水質保全特別措置法について
　・先端技術産業等における廃水の処理について
3　排ガス処理技術分科会
　。製鉄所内の粉じん対策
　。耐火物生産工場の作業環境状況と対策
　。有機溶剤排ガス処理について
　。耐火物生産の排ガス処理技術について
　。排ガス処理と活性炭
　。排ガス中の微量物質分析法の問題点
　この種の研究会への参加は，直ちに成果が得られることはあまり期待できないかもしれないが，
大学に比べて数段厳しい環境規制に早くから対処してきた企業の実態を知ることは，今後の環境管
理センターの充実・発展のために大いに役立つであろう。
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環境庁委託業務への関与
　昭和59年度において，瀬戸内海をはじめとする水質総量規制制度で現在用いられているCOD計
（酸性法，アルカリ性法），TOC計，　TOD計，　UV計の4機種のほかに新しい方式によるものに
ついて適用性を検討し，適宜追加するための調査が環境庁で開始された。
　環境管理センターで開発されたフローインジェクション方式のCOD計測装置（本誌，5，22－
42（1983）で詳しく紹介済）についても，機構学に簡単でしかも連続的に測定データが得られる
ことから将来性が評価され，検討対象の一つに採用された。ただし，流路系はメーカーの意向を入
れて，下図のように連続フロー方式とし，テフロン管内に試料溶液を連続的に送干し，酸化試薬溶
液と混合したのち，恒温槽での加熱によりCOD成分と酸化試薬との反応を促進する方式とした。
ベースラインの確認には，一定時間ごとに電磁弁により蒸留水を試料溶液の代わりに注入する方法
が採用された。
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3
排出
1．ろ過装置（100メッシュ），2．電磁弁，3．ピストン式マイクロポンプ，4．恒温槽，
5．反応コイル（内径1㎜，長さ20mのテフロン管），6，吸光光度検出器，　7．記録計，
8．背圧管（内径0．25rm，長さ3mのテフロン管）
　なお，酸化試薬については過マンガン酸カリウムと重クロム酸カリウムが一般に用いられるが，
クロムやマンガンは公害性重金属であることを考慮し，現時点ではCOD測定用酸化試薬としての
データが十分整っているとは言いがたいが，将来性も考えて硫酸セリウム（IV）を使用する方向で
検討が行われた。
　これらの検討は，環境庁から大阪府（主として公害監視センター）へ，「フローインジェクショ
ン方式COD計の検討」というテーマですべて業務委託して行われたが，本学環境管理センターか
らも伊永隆史助手が開発者側の一員として関与し，技術的指導助言を行った。その成果は「昭和59
年度環境庁委託業務結果報告書」として大阪府から環境庁水質保全局水質規制課に報告されている
が，フローインジェクション方式COD計がさらに改良を重ね実用に供せられることが期待されて
いる。
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